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東日本大震災にともなう福島第一原発事故後、福島・南相馬市から避難できなかった障害当事者や高齢者

などの避難行動要支援者の支援を行った 

 

AJU自立の家＝名古屋市で活動する障害当事者団体。2000年の東海豪雨災害で当事者たちが被災した 

経験から、当事者自身による災害対策に力を入れているグループ 

よみがな 避難行動について、話し合いたい地域 

お住まいの地域や職場など、避難するにはどうしたらいいだろうかなど、

ご自身が気になる地区をご記入ください  （例） 日向市富高 

ご記入いただいた個人情報は、インクルーシブ防災ワークショップのためにのみ使用させていただきます。 

地域のハザードマップを活用しながら、災害時、危険地域に暮らす避難行動要支援者の安全をどう

確保し、どうやって避難できるのかを考えるワークショップです。 

ワークショップの目的は正解を出すものではなく、ある非常事態を想像することで、様々な状況や

対応を考えるきっかけになります。また、その人の立場や状況によって多様な考え方があることや、

これまでの経験から得られた地域の皆さんが持っている知見を出し合うことで、紙上では見えないハ

ザードマップの落とし穴などを探り、活きたマップへのアップデートと、これまで気づかなかった防

災や避難方法を考える機会となれば幸いです。 
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